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対
話
の
仕
方
を
Ｘ
社
の
例

（
図
表
）
で
見
て
い
き
ま
す
。

る
有
効
な
内
容
な
の
か
分
か
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
ら
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
詳
し
く

確
認
し
ま
す
。
発
見
し
た
「
強
み
」
や

「
課
題
」
は
自
分
だ
け
の
認
識
に
留
め

ず
、
対
話
で
共
有
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
こ
ま
で
業
務
フ
ロ
ー
を
も
と
に
し

た
対
話
方
法
を
説
明
し
ま
し
た
が
、
業

務
フ
ロ
ー
だ
け
で
対
話
は
行
い
ま
せ

ん
。
財
務
情
報
な
ど
も
踏
ま
え
て
初
め

て
見
え
て
く
る
こ
と
も
あ
り
、
ロ
カ
ベ

ン
ツ
ー
ル
全
体
で
対
話
を
進
め
ま
す
。

　

例
え
ば
業
務
②
で
は
、
定
期
発
注
で

仕
入
を
行
い
、
欠
品
防
止
に
力
を
入
れ

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
在
庫
が
膨
ら
ん
で
い
な
い
か
は
、

財
務
情
報
と
合
わ
せ
て
経
営
者
に
確
認

し
ま
し
ょ
う
。
Ｅ
Ｄ
Ｉ
な
ど
シ
ス
テ
ム

や
設
備
投
資
の
情
報
が
あ
れ
ば
、
そ
れ

に
よ
り
生
産
性
や
資
金
繰
り
が
ど
う
変

化
し
た
の
か
、
財
務
情
報
で
傾
向
を
把

握
で
き
ま
す
。
業
務
フ
ロ
ー
で
確
認
し

た
強
み
が
顧
客
と
の
取
引
に
つ
な
が
っ

て
い
る
か
は
、
商
流
を
見
な
が
ら
対
話

す
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

業
務
の
流
れ
を
理
解
し
な
が
ら
、
財

務
情
報
や
そ
の
他
情
報
と
の
整
合
性
を

確
認
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
一
例
で
あ

っ
て
、
業
種
に
よ
っ
て
も
企
業
に
よ
っ

て
も
異
な
り
ま
す
。

　

次
に
、
分
解
し
た
業
務
の
そ
れ
ぞ
れ

に
「
実
施
内
容
」
と
「
差
別
化
ポ
イ
ン

ト
」
を
記
載
し
ま
す
。

　

そ
し
て
業
務
フ
ロ
ー
の
最
後
（
右

端
）
に
、「
提
供
内
容
／
顧
客
提
供
価

値
」
と
し
て
、
提
供
す
る
商
品
・
サ
ー

ビ
ス
等
の
内
容
、
お
よ
び
顧
客
に
提
供

し
て
い
る
価
値
（
顧
客
が
得
て
い
る
価

値
）
を
記
載
し
ま
す
。

　

商
流
で
は
「
当
社
」
を
中
心
に
、

「
仕
入
先
」「
協
力
先
」「
得
意
先
」「
エ

ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
」
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

に
「
社
名
」「
取
引
金
額
」「
内
容
」

「
選
ば
れ
て
い
る
理
由
（
選
定
理
由
）」

な
ど
を
記
載
し
ま
す
。

　

業
務
フ
ロ
ー
や
商
流
は
本
来
形
の
な

い
も
の
で
す
が
、
こ
の
図
が
あ
る
こ
と

で
、
金
融
機
関
と
経
営
者
が
円
滑
に
共

通
認
識
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
顧
客
提
供
価
値
」
に
至
る
ま
で
の
流

れ
を
細
か
く
分
解
し
図
示
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
双
方
の
気
づ
き
を
促
し
、
活

発
な
対
話
を
促
進
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

遠
慮
な
く
質
問
し
ま
し
ょ
う
。
図
表
の

「
実
施
内
容
」
で
は
「
だ
れ
が
」「
ど
の

部
署
が
」
と
い
う
こ
と
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
不
明
点
を
確
認
し
、
事
業

内
容
の
理
解
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

強
み
や
課
題
を
見
つ
け
る

「
実
施
内
容
」「
差
別
化
ポ
イ
ン
ト
」

「
ど
の
よ
う
な
価
値
を
提
供
し
て
い
る

か
」
を
見
る
と
、
キ
ー
ワ
ー
ド
が
分
か

り
ま
す
。
Ｘ
社
で
は
「
ユ
ー
ザ
ー
ニ
ー

ズ
」「
Ｅ
Ｄ
Ｉ
（
取
引
情
報
を
通
信
回

線
で
や
り
取
り
す
る
こ
と
）」「
３
Ｐ
Ｌ

（
物
流
を
第
三
の
企
業
に
包
括
的
に
委

託
す
る
こ
と
）」「
顧
客
提
案
」「
営
業

社
員
」
な
ど
で
す
。
ニ
ー
ズ
調
査
に
基

づ
く
商
品
を
開
発
し
、
素
早
く
顧
客
に

提
案
。
Ｅ
Ｄ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
の
活
用
に
よ

り
効
率
的
に
納
品
し
て
い
る
こ
と
が
強

み
だ
と
理
解
で
き
ま
す
。

　

一
方
の
課
題
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

業
務
⑤
で
、
優
秀
な
営
業
社
員
の
時
間

を
、
受
注
漏
れ
の
確
認
に
多
く
使
っ
て

い
た
ら
、
Ｅ
Ｄ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
の
投
資
効

果
が
半
減
し
ま
す
。
業
務
①
で
は
、
具

体
的
な
ニ
ー
ズ
調
査
の
方
法
に
触
れ
ら

れ
て
お
ら
ず
、
本
当
に
強
み
に
つ
な
が

ル
）
に
は
、
大
き
く
分
け
て
財
務
情
報

と
非
財
務
情
報
が
あ
り
ま
す
。
非
財
務

情
報
の
１
つ
が
「
商
流
・
業
務
フ
ロ

ー
」
で
す
。
商
流
・
業
務
フ
ロ
ー
は
、

「
業
務
フ
ロ
ー
」
と
「
商
流
」
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

共
通
認
識
を
持
て
る

　

業
務
フ
ロ
ー
で
は
、
業
務
プ
ロ
セ
ス

を
業
務
の
流
れ
に
沿
っ
て
５
つ
程
度
に

分
解
し
ま
す
。
例
え
ば
製
造
業
で
あ
れ

ば
、「
企
画
開
発
↓
仕
入
調
達
↓
製
造

↓
販
売
↓
物
流
サ
ー
ビ
ス
」
が
考
え
ら

Ｘ
社
は
従
業
員
21
名
、
売
上
高
約
５
億

円
の
卸
売
業
で
す
。
Ｘ
社
の
業
務
フ
ロ

ー
は
「
①
商
品
企
画
↓
②
仕
入
調
達
↓

③
見
積
・
営
業
↓
④
出
荷
↓
⑤
店
舗
巡

回
・
支
援
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
企
業

に
よ
っ
て
フ
ロ
ー
は
違
い
ま
す
か
ら
、

あ
ま
り
細
か
い
こ
と
に
こ
だ
わ
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
企
業
側
と

金
融
機
関
側
の
共
通
認
識
と
し
て
理
解

し
気
づ
き
を
得
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ロ
カ
ベ
ン
ツ
ー
ル
に
記
載
で
き
る
文

字
数
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
分
か
り
に

く
い
点
や
情
報
の
不
足
が
あ
る
場
合
は

ＡＡ

●特別企画●

Ｑ １
商流・業務フロー
って何？
どんな
構成なの？

商
流
・
業
務
フ
ロ
ー
編

Ｑ ２
業務フローをもとに
取引先とどんな対話を
すれば
いいの？

商
流
・
業
務
フ
ロ
ー
編

（ローカルベンチマーク「参考ツール」利用マニュアルをもとに作成）

●ロカベンツールの商流・業務フロー

●Ｘ社の業務フロー

「地元食材を使った
商品」をテーマに商
品企画。ブランドの
統一感を意識。

商品企画 商品開発 製造 デザイン 販売

地元食材○○を使
用した食品開発を
している事業者は
県内で当社のみ。

社長、役員だけで
なく、社員も試食に
参加し、幅広い意
見を収集。

毎月の試作品数は
○○件に及び、開
発アイデアが豊富
である。

自社工場と外注先
を活用。
（製麺・顆粒だし製
造は外注先）

自社工場には大手
食品メーカー出身
者が２名おり、積
極的な改善提案が
ある。

ラベル等のデザイン
から、売場用の
POP含め内製化し
ている。

自社でデザイン～
POP作成まで可能
な食品メーカーは
稀であり、小回りの
きいた対応が可能。

直販の販路開拓は
途上であり、問屋が
中心となっている。

問屋経由ながら、
高級スーパーや、
県内の空港への販
路を確立している。

地元食材○○を使
用した、ラーメン
セット等の食品。
現在の商品数は
○○種類。

「地元の名産品を
全国区」がコンセプ
ト。一定の顧客か
らブランド認知され
リピート率は高い。

・食材
卸売Ａ社 シェア○％
卸売Ｂ社 シェア○％
契約農家 シェア○％

安定して高い品質を
保てている先を確保。

・製麺業者
Ｄ社 ○○円／月
・顆粒だし製造業者
Ｅ社 ○○円／月

社長自ら、味を確認
し選定している。
当社の要望をすぐ反
映してくれる先である。

食品卸Ｅ社シェア○％
食品卸Ｆ社シェア○％

当社商品を全国の販売
店に紹介してくれてい
る。現在、直販ルート
の構築を検討中。

大手スーパーＧ社
県内空港Ｈ社

問屋経由のため、エ
ンドユーザーの意見を
吸い上げる場面が少
ないことが課題。

業務① 業務② 業務③ 業務④ 業務⑤

■実施内容 ■実施内容 ■実施内容 ■実施内容 ■実施内容 ■製品・商品・サービスの内容

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

■差別化ポイント ■差別化ポイント ■差別化ポイント ■差別化ポイント ■差別化ポイント ■どのような価値を提供しているか

商品企画 仕入調達 見積・営業 出荷 店舗巡回・支援

ニーズ調査に基づく商品
選定で、失敗しない商品
企画を実現。

ユーザーニーズ変化に合
わせて、当社に不足する
商品を選定。

商品企画部にて作成の
商品提案書を持参して、
営業から説明。部署連
携による効率化を実現。

提供内容／顧客提供価値

顧客別に価格設定（見
積）し、顧客バイヤーへ
商品提案。

営業情報との連携で、
欠品を防止。

受注予測、在庫状況か
ら定期発注。

ユーザーニーズをつかん
だ商品を、リアルタイム
に素早く提供して、販売
機会のロスを防いでい
る。

キャンプ・レジャーなどの
アウトドア商品を、大手
量販店に向けて販売。

巡回する営業社員に、
販売士の資格取得を奨
励し、能力向上を図って
いる。

得意先の店舗を巡回し、
売れ筋情報の確認、受
注漏れの確認、販売促
進の提案を実施。

EDIと3PLの活用によ
り、多頻度小口配送を
実現。

電子データ交換（EDI)
の受注情報により、物流
倉庫（3PL）より出荷。

＜製品製造、サービス提供における業務フローと差別化ポイント＞


